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発行国見町公民館

人 口 と 世 帯 数

，男　　　5 , 826人

女　　　6 ｺ 26人

計　　1  1 , 952人

世帯数　2  , 655世帯

ｇ･ 47. 7 . 1 現 在

みんなの力で子どもを事故、犯罪、非行から守りましよう

⑨　交通事故から子どもを守りまし ょう。

○　水の事故から子どもを守りまし ょう。

○　ジンナー、ボンドから子どもを守りまし

ょう。

④　悪い環境から子どもを守りまし ょう。

みんなの力で事故・犯罪・非行のない、明

るい町をつくりまし ょう。

弋･愛のひとこと運動｡夕 厂ありがとう・あ

りがとう」と愛のことばを。

国　　　　 見　　　　 町

国 見 町 袒 会 福 祉 協 議会

国町町社明運動実施委員会

夏休み家庭のしつけで交通安全

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動
安 全 運 転 の 励 行

こどもと老人の安全確保

み ん な の 力 で

交通事故をなくそう

7. 21　　～　8 ．31

夏は交通事故の多く発生する季節です。この夏を無事故で過ごすため次のことを実行しよう。

１、無理 な追 越し 、'スピ ード違反 、酒 のみ運 転、無免 許運転 、車間 距離不 保持 、過労運 転な ど

は 重大 な死 傷事 故に直 結し ますか らや めよ う。

2、 こど もに対し て家庭 での交 通安全 しつけ 教育を徹 底し よう。

3 、みん なで悪質 な交通違 反を監 視し 、警察 に通報し よ う。

4 、夜 間 の交 通事 故を な くそ う。

☆夜間、外出する時は目だちやすい白色系統の衣服を着用し、照明具を必ず携行するようにしまし ょう5

、街 頭 での愛 の一声運 動をす すめ よ う。

☆こどもの一人歩き、路上遊び、老人のﾙｰﾉﾚ 無視を見かけたときは、放任しないで、勇気をだして、一

声をかけ指導と誘導をするようにしまし ょう

6 、整 備 された車 で気持 よく運転し よ う。

国 見 町 交 通 対 策 協 議 会

まず除行・ク　あ そこに子どもとおとしより

くにみ



昭
和
四
十
七
年
度

国
見
町
消
防
団
点
検

国
見
町
の
昭
和
四
十
七
年
度

消
防
団
点
検
は
七
月
二
日
藤
田

小
学
校
で
三
百
七
十
二
名
の
団

員
が
出
動
し
盛
大
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

席
上
、
消
防
庁
長
官
表
彰
な

ど
の
優
良
団
員
の
表
彰
、
伝
達

が
あ
っ
た
。

各
授
彰
団
員
次
の
と
お
り

④
表
彰
伝
達

’
（
敬
称
略
）

米
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長
　
佐
藤
　

直
哉

分
団
長
　
斎
藤
　
　

清

米
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
賞

分
団
長
　

佐
藤
　
直
哉

や
福
島
県
知
事
表
彰

精
勤
章

部
　
長
　

斎
藤
　
英
郎

永
年
勤
続
賞

部
　

長
　
玉
手
　

繁
雄

米
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章

部
　

長
　
阿
部
　

重
男

部
　

長
　
玉
手
　
繁
雄

勤
続
章

副
部
長
　
桜
沢
太
一
郎

’
班
　
長
　
武
田
文
一
郎

夕
　
　
菊
地
　
善
助

ク
　
　

佐

久
間

政
雄

々
　
　

本

間
　

平

次

団
　

員
　

林
　
　

初
雄

”
　
　

鴨

田
　

竹
男

々
　
　

佐
茴
　

義

正

ク
　

佐

久
間

佐

太
郎

夕
　
　
　
　野
崎
　

善

一

々
　
　

玉

手
　

忠

一

米
同

伊

達

支
部

長
表

彰

功

労

章

部
　

長
　

武
田
　
　

孟

部
　

長
　

阿
部
　

重

男

副

部

長
　

岡

崎
　

長

平

精
勤

章
班
　

長
　

佐

久
間

政

雄

ク
　
　

菊

地
　

善

助

団
　

員
　

大

内

善
次

郎

々
　
　

鴨

田

善
三

郎

夕
　
　
　良

藤
　

政

一

ク
　
　

岩

城
　

久

人

ク
　
　

菅

野
　

秀

一

々
　
　

剴

畸
　

善

一

ク
　

佐
久
間

佐
太

郎

々
　
　
　玉

手
　

忠

一

や
国

見
町

消

防
団

長

表
彰

ぽ
　

員
　

仲

野
　

晴

夫

々
　
　

菊

地
　

忠
一

々
　
　

斎

藤
　

修

一

々
　
　

菊
地
　

孝
一

④
感

謝
状

贈
呈

（
町

長

）

消
防

施
設

協

力

佐

野
　

正

治

佐

藤
　

頁

夫

永

年
勤

続
退

朧

げ
員

（
団

長

）

鈴

本
　

清

雄

【国 見町消防団点検】

進んで受けよう結核検診
圸　　　区　　　名　　 月日　 場　　　 所

小　　坂　　全　　地　　区7'、21小坂小学校体育舘

大 木 戸　　　　々　　　　　24 大木戸小学校体育舘
森 江 野　　　　々　　　　　25 森江野小学校講堂

鶏ﾐ 潔 大ヽ町(南北)、本町、　26 藤田小学校体育舘

山崎(北ヽ 小舘 舘ヽ)宮町(南北)　　　　　　Ｚ町東、宮東、滝山、上野、源宗山　27　　　　7

石　 母　丿田　全　 圸　 区　28 石母田公民舘
大　　　　枝　　　々　　　　　28西大枝集会所

時間　全会場午前9時30分～午後3時まで

今
年
度
の
検
診
ぱ

上
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

こ
の
検
診
は
毎
年

一
回
必
ず
受
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
受
検
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
都
合
に

よ
り
、
ど
こ
の
会
場

で
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

夕
検
診
を
受
け
て

健
康
の
確
認
を
ク

行
政
相
談
委
員
の
制
度
に
つ
い
て

・

行

政

相
談

委
員

は
、

国

民

の

行

政

に
関

す

る
苦

情

の
解

決
を

促
進

し
、

行

政

の
民

主
的

な

運

営
改

善

を

ぱ

が
る
た

め
、

行

政

管

理

庁

長
官

か

ら
市

町
村

長

の

す

い

選

を

う
け

て
委

嘱

さ
れ

た

も
の

で

あ

り

ま
す
。

行
政

相

談

委
員

の
業

務

は
、

福

島
行

政

監

察
局

が
行

な

っ
て

い

る
行

政
相

談
業

務

の
現

地
の

窓

口

と
し

て

、
役

所

の
仕

事

に
つ

い

て
困

っ

て
い

る

こ

と
、
納

得

が
い

か
な

い
こ

と
、
希

望
す

る

こ

と

等
に

つ

い
て

相
談

を
受

け

そ

の

解

決
を

つ
け

る
こ

と
が
主

な

役
目

と
し

て
い

ま
す

。

行

政
相

談

の
受

付
け

る
範

囲

は

、

国
の

行

政
機

関
や

政
府

関

係

機
関
（
公

社

、
公

庫

、
公
団

）

の

行

な

っ
て

い

る
業

務
の

ほ

か

県

市
町

村

が
行

な
っ

て
い

る
国

の
委
任
や
、
補
助
に
か
か
る
業

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
民
事
関
係
の
問

題
や
、
警
察
で
扱
っ
て
い
る
刑

事
事
件
を
除
け
ば
、
大
て
い
の

場
合
は
行
政
相
談
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

行
政
相
談
に
関
す
る
費
用
は

一
切
無
料
で
す
。
行
政
相
談
委

員
は
秘
密
を
守
り
、
親
身
に
な

っ
て
加
世
話
し
ま
す
か
ら
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
行
政
相
談
委
員
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
く
わ
し
く
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
　
佐
久
間
岩
吉

住
所
　
国
見
町
藤
田
字
北

電
話
　
（
公
）
　
　
二
二
〇
三

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
六
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
名
と
続
柄
　
住
　
所

５

、
3
1
　佐
藤
真
知
子
　
松
男
の
長
女
　
森
山
　

西
国
見
4
6

2
9
　寺
島
　
利
香
　
孝
一
の
長
女
　
森
山
熊
野
前
４
の
６

６
、１
　

高
野
佐
知
子
　
雎
男
の
２
女
　
藤
田
　

町
裹
卜

４
　

佐
藤
　
弘
明
　
尚
久
の
２
男
　
高
城
　
宮
下
3
2

6
　

青
木
亜
希
子
　
邦
男
の
３
女
　
山
崎
一
町
田
３
の
諂

８
　

池
田
　

浩
紀
　
光
雄
の
長
男
　
山
崎
　
沢
田
４
の
ア

８
　

後
藤
　
和
雄
　
正
勝
の
長
男
　
川
内
　

柳
原
2
6

凵
　

瀬
戸
　

富
子
　

彦
衛
の
２
女
　
西
大
枝
上
台
2
2

凵
　

宏
戸
　

正
樹
　

伊
勢
雄
の
長
男
　

山
崎
滝
山
原
1

1
8
　寺
島
　
健
治
　
忠
一
の
２
男

藤
田
藤
田

匸
凵
の
7
　

2
0
　高
橋
　

雅
幸
　

弘
信
の
長
男
　
山
崎
　
前
柳
5

2
2
　星
　
　

一
夫
　
彰
夫
の
長
男
藤
田
一
丁
田
三
誹
の
7
　

2
7
　中
瀬
亜
希
子
　

英
典
の
長
女
　
山
崎
　
水
門
９



旧叩年前の
歴
史
を
も
の
た
が
る

遺
物
ぞ
く
ぞ
く

錦
木
塚
の
発
掘
調
査

塚
野
目
に
は
昔
か
ら

多
く
の
古
墳
か
お
り
、

県
の
遺
跡
表
な
ど
み
る

と
、
塚
野
目
古
墳
群
と

し
て
大
き
な
地
位
を
占
め
、
特

に
八
幡
様
の
あ
る
八
幡
塚
は
、

立
派
な
円
筒
埴
輪
を
伴
な
う
古

墳
と
し
て
県
史
に
も
と
り
あ
げ

ら
れ
、
お
干
ら
く
こ
れ
が
四
十

八
塚
の
主
墳
で
あ
る
う
と
さ
れ

て
き
た
。
銷
木
塚
は
、
桑
折
町

大
字
伊
達
綺
地
内
に
あ
り
な
が

ら
、
実
は
塚
野
目
四
十
八
塚
の

一
つ
で
あ
り
、
去
る
三
月
測
量

調
査
の
結
果
、
規
模
が
最
も
大

き
く
、
且
つ
群
中
唯
一
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
こ
と
に
目
を
つ

け
、
今
回
発
掘
調
査
に
踏
切
っ

た
の
で
あ
る
。

六
月
二
十
四
日
か
ら
四
日
間

県
文
化
課
文
化
財
主
査
目
黒
吉

明
先
生
を
担
当
者
に
、
福
島
市

教
育
委
員
会
柴
田
俊
彰
氏
外
福

島
大
学
考
古
学
研
究
会
学
生
四

名
を
調
査
員
に
委
嘱
し
て
、
精

密
な
発
掘
調
査
を
し
た
結
果
、

大
き
な
国
見
石
の
切
石
を
使
っ

た
横
穴
式
石
室
古
墳
が
あ
ら
わ

れ
、
一
三
〇
〇
年
前
の
歴
史
を

も
の
か
か
る
多
く
の
遺
物
が
発

見
さ
れ
た
。
石
室
は
長
さ
五
メ

ー
ト
ル
、
巾
平
均
一
・
三
メ
ー

ト
ル
高
さ

Ｉ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

大
き
な
も
の
で
あ
り
、
殊
に
副

葬
品
の
多
い
こ
と
は
こ
の
古
墳

の
大
本
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
ん

ど
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
う
わ

ぐ
す
り
を
か
け
ら
れ
た
長
首
つ

ぼ
と
い
わ
れ
る
須
恵
器
二
個
、

銅
わ
ん
二
個
、
耳
飾
り
用
銀
環

一
個
、
直
刀
三
振
、
ガ
ラ
ス
玉

二
五
個
そ
の
他
鉄
鋏
な
ど
多
数

こ
れ
ら
の
も
の
か
ら
考
え
て
八

幡
塚
よ
り
二
世
紀
お
く
れ
て
七

世
紀
こ
ろ
の
、
こ
の
地
方
の
首

長
か
豪
族
の
お
墓
と
み
ら
れ
る

今
回
の
調
査
に
当
っ
て
地
元

塚
野
口
の
皆
さ
ん
に
は
、
去
る

三
月
の
刈
払
い
以
来
連
日
の
労

働
作
業
そ
れ
に
婦
入
部
の
方
々

の
鼠
食
や
お
茶
の
接
待
な
ど
献

身
的
な
ご
協
力
ま
こ
と
感
謝
に

た
え
な
い
。
又
、
地
主
後
藤
清

寿
さ
ん
に
は
、
他
町
の
仕
事
に

も
拘
ら
ず
こ
こ
ろ
よ
く
土
地
を

提
供
さ
れ
、
何
か
と
澂
励
の
お

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
特
に
隣

接
地
菊
地
唯
七
さ
ん
に
は
、
大

切
な
果
樹
園
を
毎
囗
多
数
の
調

査
員
や
見
学
者
が
入
り
込
み
踏

み
固
め
て
擂
本
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
。
ま
こ
と
に
陳

謝
の
こ
と
ば
も
あ
り
ま
ぜ
ん
。

又
、
森
山
の
石
材
商
伊
藤

ブ
ニ

さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
機
械
を
お

借
り
し
、
老
人
ク
ラ
ス
会
長
佐

久
間
佐
七
さ
ん
が
昔
と
っ
た
き

ね
づ
か
と
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
操
作

の
指
揮
に
当
ら
れ
る
な
ど
、
多

く
の
皆
さ
ず
の
熱
意
あ
ふ
れ
る

ご
援
助
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
地
下
に
う
ず
も
れ
て
い

た
郷
土
の
歴
史
が

略
和
の
曙
光

を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

を
町
民
皆
さ
ま
と
共
に
心
か
ら

喜
び
た
い
。

尚
こ
の
詳
細
は
、
調
査
報
告

書
と
し
て
来
年
の
今
ご
ろ
お
目

に
か
け
ら
れ
る
と
思
う
。

（

鈴

木

）

【:上　 あらわれた横穴式石室】

【1下　1300 年前 の須恵器と銅わん】

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
六
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名

年
令

住
　
　
　
　
　

所

６
、
1
3
　桃
山
　
　

繁
　
6
5
　山
崎
　
北
古
舘
８

口
　

安
孫
子
宇
太
郎
8
0
　泉
田
　
新
田
2
0

1
9
　佐
藤
　
喜
代
　
2
9
　貝
田
　
寺
脇
1
0

2
4
　山
田
っ
な
子
　
１
　

藤
田
　
堤
下
1
3

④
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

今

年
度

初

の
大

会

と
し

て

次

に
よ

り
開

催

い

た
し

ま
す

。

今

か
ら

み

ん
なヽ

で

練
習

し

、

ぜ
ひ

参
加

し

て

く
だ

さ
い

。

一

、

期
日
　

七

月
三

十
日
（
日

）

一
、

場
所
　

県
北

中

グ

ーフ
ン
ド

ー
、

参
加

申

し

込
み

規

定

の
用

紙
（

町

民
福

祉

セ

ン

タ

ー
）

に
記

入

し

七
月

二

十

七
日

ま

で

ス

チ

ー

ム
編

成

方

部
、

部
落

等

で

編
成

す

る

チ

ー

ム

一

、

参
加

資
格

小

学
生

三
人
　

中

学
生

三
人

高

校
生

三
人
　

に小
中
高
校

生

を

も

つ
父
兄

六
人
　

計

十

五

名

で

編
成

す

る
チ

ー
ム

（
試

合

は
常

時
小
中

高
校

生

各

二
名
父

兄

三
名

が
出
場

）

※

ス

ポ

ー
ツ
障
害

保
険
（

保
険

料

年

一
人
百

円

）

の
加

入
申

し

込

み

は
今
月

末
日

ま
で

で

す

。

加
入

し

て
か

ら
参
加

し

ま
し

ょ
う
。

④
早
起
き
歩
こ
う
会

第

二
回

は

次

の
コ

ー
ス
で

実

施

し

ま
す

。

／

健

康
は

歩

く
こ

と

か
ら

／

み

ん
な

で
大

い

に

歩

き
ま

し

一

、

期
日
　

八
月

六

日
（

日
）

二
。

コ

ー
ス

藤

田
病

院

・・
…

塚

野
目

城

跡

…
…

錦

木
塚

…

…

八
幡

塚

…

徳
江

廃

寺
跡

…

…

藤
田

病
院

三

、
集

合

時
間

午
前
五
時
三
十
分

藤
田
病
院
前

一
、
参
加
資
格

歩
く
こ
と
が
で
き
る
人

一
、
そ
の
他

は
き
も
の
は

ズ
ッ
ク
又
は
地
下
タ
ビ

手
ぬ
ぐ
い
一
本

※
参
加
者
は
当
日
藤
田
病
院
前

に
時
間
ま
で
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。



門
外
不
出
の
国
宝
や
秘
仏

民
俗
資
料
な
ど
観
て
あ
る
記

待
ち
に
待
っ
た
「
会
津
の
文

化
財
め
ぐ
り
」
の
日
が
来
た
。

七
月
六
日
、
午
前
六
時
十
分
、

約
束
の
藤
田
車
庫
前
集
合
、
総

勢
八
四
名
、
早
田
会
長
よ
り
あ

い
さ
つ
、
鈴
木
幹
事
よ
り
諸
注

意
、
組
分
け
、
役
割
り
な
ど
あ

り
、
大
型
バ
ス
二
台
に
分
乗
定

刻
、
六
時
三
十
分
発
、
昨
日
の

暑
さ
に
比
べ
、
今
日
は
な
ん
と

照
ら
ず
降
ら
す
の
快
適
さ
、
こ

れ
も
み
ん
な
の
精
進
の
お
か
け

と
喜
び
合
い
な
が
ら
、
上
湯
峠

も
そ
こ
そ
こ
に
早
や
猪
苗
代
町

三
城
潟
着
、
い
よ
い
よ
文
化
財

見
学
の
緒
に
つ
い
た
。
以
下
順

を
追
っ
て
略
記
し
報
告
に
替
え

る
。④

会
津
民
俗
館

元
大
沼
郡
金
山
町
の
旧
佐
々

木
さ
ん
の
住
宅
を
移
築
し
た
も

の
、
規
模
の
大
き
にい
「
う
ま
や

中
門
造
り
」
江
戸
時
代
末
の
形

の
完
成
期
の
も
の
で
、
多
数
の

使
用
人
の
居
所
ま
で
持
つ
名
主

、
村
役
層
の
も
の
、
会
津
地
方

の
生
活
用
具
約
五
〇
〇
〇
点
が

陳
列
し
て
あ
る
。

④
旧
滝
沢
本
陣

滝
沢
旧
街
道
に
あ
り
、
歴
代

の
会
津
藩
主
が
領
内
の
覬
廻
り

や
土
津
神
社
参
拝
の
折
に
旅
支

度
を
し
た
と
い
う
。
皮
辰
の
役

に
は
文
字
通
り
本
陣
と
な
り
、

白
虎
陂
な
ど
の
出
陣
を
命
じ
た

と
こ
ろ
。
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

④
御
薬
園

旧
会
津
藩
主
松
平
氏
の
別
荘

で
、
国
指
定
名
勝
と
な
っ
て
い

る
。
江
戸
時
代
中
頃
築
造
さ
れ

た
も
の
で
、
大
名
の
庭
と
し
て

す
ぐ
れ
て
い
る
。
広
い
池
、
擺

で
つ
な
が
れ
た
中
島
、
茶
亭
、

あ
る
い
は
築
山
、
回
遊
路
な
ど

池
畔
を
め
ぐ
る
風
情
は
格
別
な

も
の
が
あ
る
。
元
薬
草
園
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
御
薬
圉
と
呼

ば
れ
、
今
も
薬
草
見
本
園
か
あ

っ
て
お
も
し
ろ
い
。

④
郷
土
博
物
館

鯔
が
城
の
天
主
閣
を
こ
う
い

っ
て
い
る
。
東
北
で
最
古
の
古

墳
と
い
わ
れ
る
大
塚
山
古
墳
の

出
土
品
を
ぱ
じ
め
、
伊
佐
須
美

神
社
の
み
こ
し
、
法
用
寺
の
木

造
金
剛
力
士
像
、
勝
常
寺
の
月

光
菩
薩
像
、
恵
日
寺
の
白
銅
三

鈷
杵
そ
の
他
明
日
の
見
学
予
定

の
文
化
財
が
多
数
展
示
さ
れ
て

い
た
の
で
う
れ
し
く
な
っ
た
。

④
奥
会
津
民
俗
歴
史
資
料
館

田
島
町
の
中
心
街
豪
壮
な
県

合
同
庁
舎
の
傍
に
元
南
会
津
郡

役
所
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
建
物

が
あ
る
。
明
治
十
八
年
（
一
八

八
五
年
）
つ
く
ら
れ
た
本
格
的

な
木
造
作
風
建
築
と
し
て
保
存

す
る
た
め
、
最
近
移
築
復
元
さ

れ
、
民
俗
資
料
館
に
利
川
さ
れ

て
い
る
。
桑
折
町
の
元
郡
役
所

と
同
型
、
こ
ち
ら
は
明
治
十
七

年
の
建
築
と
い
う
か
ら
一
年
先

輩
の
わ
け
、
伊
達
地
方
民
俗
資

料
舘
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。④

塔
の
へ
つ
り

下
郷
町
、
大
川
上
流
の
右
岸

に
露
出
し
た
凝
灰
質
け
つ
岩
、

砂
岩
あ
る
い
は
凝
灰
角
礫
岩
な

ど
の
地
層
が
隆
起
と
と
も
に
、

河
川
に
よ
っ
て
侵
蝕
さ
れ
た
も

の
で
、
お
そ
ら
く
二
〇
〇
〇
万

年
の
時
間
を
要
し
た
天
然
の
彫

刻
と
い
わ
れ
る
。
国
指
定
天
然

記
念
物
に
な
っ
て
にい
る
。

④
国
民
宿
舎
あ
い
づ
荘

会
津
若
松
の
奥
座
敷
と
い
わ

れ
る
芦
の
牧
温
泉
の
人
囗
に
あ

り
、
二
階
建
の
立
派
な
旅
館
で

あ
る
。
二
畳
に
一
人
の
割
で
、

広
さ
に
応
し
三
～
五
人
の
部
屋

割
が
で
き
て
い
る
。
大
食
ま
に

は
す
っ
か
り
会
食
の
準
備
が
で

き
て
い
る
。
入
浴
も
そ
と
そ
こ

に
み
ん
な
楽
し
く
会
食
、
さ
す

が
酒
ど
こ
ろ
だ
け
あ
っ
て
そ
の

味
は
格
別
。
か
じ
か
の
音
を
き

き
な
が
ら
床
に
つ
く
。

（
以

下

次

号

）

民

俗
資

料
収

集
は

じ

ま

る
力
・

わ
か
町
で
も
近
く
民
俗
資
料

の
収
集
と
保
存
の
仕
事
を
始
め

る
べ
く
只
今
研
究
中
で
す
。
そ

の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
　
（
郷
工
史
研
究
会
）

（
今
月

の
明
治
学
級
）

吉
岡
先

生
に

き
く

新
し
い
道
古
い
道

時
…
…
七
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
～
四
時

所
…
…
町
民
福
祉

セ
ン
タ
ー

今
月
ぱ
お
な
じ
み
の
吉
㈹
棟
一
先
生
を
お
招
き
し
て
、
い
ろ

い
ろ
お
も
し
ろ
い
お
話
を
き
く
こ
と
に
し
ま
す
。

学
級
生
以
外
の
方
も
さ
そ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
六
月
十
七
日
）

兼
題
　
「
梅
雨
」
　
　「
草
茂
る
」
　

席
題
「
花
菖
蒲
」

米
　
空
梅
雨
に
膝
の
打
身
を
ひ
た
隠
す
　
　
　

早
田
　

灰
為

米
　
梅
雨
の
空
席
人
の
港
寺
泊
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
甲
二

米
　
花
菖
蒲
い
唹
太
陽
の
出
ん
と
す
　
　
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

米
　
隣
か
ら
木
魚
静
か
に
梅
雨
も
よ
い
　
　
　
　
　
△
　

陽

米
　
空
梅
雨
や
お
し
ゃ
べ
り
ば
か
り
田
舎
バ
ス
　
　

勝
　

ヱ

米
　
む
な
し
さ
や
空
蒼
う
し
て
草
茂
る
　

’
　
　
　

正
　
雄

米
　
長
梅
雨
に
濡
れ
野
仏
の
赤
頭
布
　
　
　
　
　
　

正
　
一

米
　
と
し
よ
り
の
二
人
ぐ
ら
し
ゃ
草
茂
る
　
　
　
　

痴
　
仏

米
　
し
っ
と
り
と
重
き
鈴
の
緒
梅
雨
の
宮
　
　
　
　

雨
　

田

米
　
工
事
場
の
鉄
骨
錯
て
梅
雨
與
る
ヽ
　
　
　
　
　

蔦
　
水

米
　
梅
雨
寒
や
密
葬
の
煙
う
す
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　

山
　

月

米
　
空
梅
雨
の
一
週
間
を
過
し
け
り
　
　
　
　
　
　

泰
　
山

米
　
武
者
人
形
飾
り
て
添
え
ぬ
花
菖
蒲
　
　
　
　
　

吐
　
絹

米
　
峠
の
灯
見
え
て
安
堵
や
梅
雨
深
き
　
　
　
　
　

貞
　
治

米
　
何
す
る
も
心
充
た
さ
ぬ
梅
雨
の
日
日
　
　
　
　

祥
　

子

米
　
梅
雨
空
に
毋
呼
ん
で
泣
く
（

シ
カ
の
児
　
　
　

ぱ
る
子

米
　
長
梅
雨
に
産
ぶ
声
高
き
子
の・
力
　
　
　
　
　
　

貞
　

子

米
　
高
原
の
乳
牛
丸
く
草
茂
る
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
　
子

米
　
梅
雨
ふ
か
し
下
駄
ぬ
ぎ
足
袋
を
は
き
か
え
る
　
か
ね
子

米
　
深
み
ど
り
嫋
女
の
ご
と
花
菖
蒲
　
　
　
　
　
　

え
　

にい

米
　
梅
雨
ご
も
り
午
前
の
予
定
が
午
後
と
な
り
　
　

秋
　
子

米
　
さ
み
し
か
ら
く
る
く

廻
す
梅
雨
の
傘
　
　
　

栄
　
子
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